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を進める必要がある．
６．今後の課題
　現在のところ，ソーシャルメディアを活用した指導支援，学習，ゼミナールでの発表などは，そ
の手順が十分確立されているとはいえない．利用目的と手順，データの保存方法などを明確化する
ことにより，より一層の指導支援向上ができるものと考えられる．機器環境の課題としては，解像
度の向上や録画機能の追加は勿論だが，各種目に至近距離で複数角度からの撮影を可能にできれば，
更なる質の高い動作確認・運動学習効率の向上へと繋げられることが期待できる．しかし，複数台
の映像遅延装置やカメラの設置によるコストやスペースの課題が残る場合，遠くから広角での撮影
になるため，より高い解像度での映像により各種目での動作確認が以前よりも鮮明に確認できると
思われる．今後はデジタル化した多数の映像遅延装置と逐次撮影システム，ソーシャルメディアを
活用したシステムについて検討していきたい．
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